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第 1回検討会における委員の主な意見 

 

 

１．免許取得前に学ぶべき事項の整理と具体的な教育内容の見直し 

○必要な知識が膨大になる中で、知識の教授だけでなく知識を統合するような思考

の訓練が必要である。 

○人間性のベースとなる倫理性、あるいは判断力、対人関係能力の育成につながる

ような教育が必要である。 

○健康の保持・増進に関わる看護、保健の分野を含めた教育を基礎教育で行うべき

ではないか。 

○療養上の世話や臨機応変に判断する力を身につけることが重要で、そのために「人

体の構造と機能」や「疾病の成り立ちと回復の促進」といった専門基礎分野の教

育が必要である。 

○医療はチームで行うので、広く横の連携をうまく取り合うコミュニケーション能

力が必要である。 

○在宅医療現場で、医師もケアマネージャーも多忙な中、看護職の役割は非常に大

きい。地域資源の活用や福祉関係者など多様な職種間でのコミュニケーション・

連携能力を基礎教育の中で学んでほしい。 

○臨地実習において、看護過程の展開だけでなく、現場の楽しさがわかるような体

験ができれば、看護師として働き続けられるのではないか。 

○最新の医療技術・手技の習得、緊急時の対処能力や高度なフィジカルアセスメン

ト能力を基礎教育で行うのは無理がある。しかし、フィジカルアセスメントなど

の基礎的な能力が基礎教育において必要である。 
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○研究結果を臨床に活かす力、臨床現場での問題を研究的に捉え解決する力、エビ

デンスに基づいた個別的な看護実践能力を３年間で教育するには限界がある。 

○カリキュラム改正にあたり統合する部分は必要だが、現在の基礎教育の中で応用

力まで身につけるのは非常に難しい。 

○若い看護師には、臨機応変に対応することや自分で判断して行動することが欠け

ている。こういった能力は経験に伴うものであり、基礎教育での臨地実習の時間

が少なくなっていることが原因ではないか。 

○どのような能力が求められ、どれくらいのレベルを求めているのかが大事である。

そのためには、医師やコメディカルの方など様々な立場の方からヒアリングして

いけばよいのではないか。 

○教育内容で考えると中身が多いので、コンピテンシー、アウトカムベースで考え

る方法もある。 

○免許を取った人（新人看護職員）に何が必要かは、免許取得後の教育内容と連動

している。新人看護職員研修の内容とある程度共通像のようなイメージがあると

わかりやすいのではないか。 

 ○看護師教育の中に、保健師教育と助産師教育のベースになるものが含まれると考

えると、看護師の基礎教育で共通となる部分はどこまでかを検討することが必要

である。 

 ○専門職は、１０年、２０年と長い期間で育つという視点で、最初のスタート時に

どのような能力を持っているべきかという議論にしたほうがいいのではないか。 
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○知識を学び、学内演習で判断する能力を身につける。そして実習で看護のダイナ 

２．看護師養成機関内における教育方法の開発・活用 

ミックさを体験し、また知識に戻る。この繰り返しが大事である。 

 

 

３．効果的な臨地実習のあり方 

 ○保健師の場合は、理解・知るということにとどまらず、実践力の確保のため教育

内容が必要である。 

４．保健師教育、助産師教育のあり方 


